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土
地
改
良
事
業
関
連
予
算
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

土
地
改
良
事
業
は
、
国
民
の
必
要
と
す
る
食
糧
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の
農
業
生
産
力
を
支
え
る
と

と
も
に
、
治
水
等
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
予
算
は
、
前
年
度
比
六
十
三
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
新
た
に
「
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
」
を
新
設
し
て
い
る
が
、
本
交
付
金
の

土
地
改
良
事
業
該
当
予
算
を
加
え
て
も
な
お
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
比
し
て
大
幅
な
削
減
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
土
地
改
良
事
業
関
連
予
算
の
削
減
は
、
関
連
事
業
の
完
成
の
遅
れ
や
中
止
を
招
き
、
ひ
い
て

は
、
地
域
の
農
業
振
興
、
集
落
機
能
の
維
持
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
、
関
係
農
家
に
大
き
な
不

安
を
与
え
て
い
る
。

農
業
農
村
の
活
性
化
は
、
生
産
基
盤
や
定
住
環
境
の
整
備
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
作
物
の
振
興
等
が

総
合
的
に
実
施
さ
れ
て
初
め
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
土
地
改
良
事
業
の
役
割
を
十
分
考
慮
の
う
え
、
平
成
二
十
三

年
度
土
地
改
良
事
業
関
連
予
算
に
つ
い
て
、
十
分
な
額
を
確
保
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
二
日
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